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減算画像から5ヵ所の関心領域の時間一放射能曲線を，

またこれら曲線の波形を参考に加算処理して各関心領域

の選択的描画像を得た．その結果，各曲線につき心拍出

量算定法に従って求めたファントム総流量値は，実測値

の2倍程となったが，バラツキが比較的小さかった．こ

のことより，連続減算画像は定量的評価に十分耐えると

判断した．次に，各曲線からいわゆるheight　over　area

法に従って各関心領域流量値を求めたところ，3ヵ所の

末梢関心領域での値は実測値とよく相関した．また，各

選択的描画像のそれぞれ対応する関心領域の集積計数を

集積時間および領域面積で割った値（平均集積計数率）を

求め，その中心（最上流）関心領域に対する末梢関心領域

値の比率を算出したところ，これら比率は各末梢関心領

域の分画流量とよく一致した．そこで，この分画流量測

定法を肝血流の測定に臨床応用したところ，若干の症例

であったが，健常者と肝硬変症例との間にて肝分画流量

の明らかな差が認められた．

19．Hyper　thyroid　stateを呈した甲状腺癌肺転移の1

　　例について
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　Functioning　thyroid　cancerは決して稀ではないが，

これによって甲状腺機能充進症が生ずることは極めて稀

とされている．1946年Leiterらが同症状を呈した甲状

腺癌の2例を報告しているがそれ以来内外において30数

例の報告が見られるのみである．われわれは最近甲状腺

炉況状腺癌が肺転移を起こし高度の機能充進症状を呈し

た一症例を経験した．患者は59歳の男性で昭和50年に甲

状腺腫瘍核出術とS状結腸癌を受けている．甲状腺腫瘍

は術前診断はFollicular　adenomaであったがmicroで

軽度の核の異型性，血管侵入像を見，Follicular　adeno－

carcinomaと診断された．昭和54年10月頃より労作時動

悸息切れ，体重減少，手指振戦を主訴に11月当院内科受

診し，甲状腺ホルモン異常高値，耐糖能異常，胸部写真

で両下肺野に点在する小結節状陰影を指摘され当科紹介

となった．13112mCi投与し残存甲状腺と両下肺野に集

積を認め，甲状腺癌のfunctioning　pulmonary　metasta－

sesと診断された．55年2月total　throidectomy後も機

能充進状態を呈しその後1311100mCi　2回服用し現在

euthyroid～hypothyroid　stateに移行しつつある．また

症例は現在S状結腸癌の肝転移で入院中であり，double

cancerであることからも極めて稀な症例と言えよう．

19’．腹部悪性腫瘍の67Gaスキャン診断について
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　腹部悪｝生腫瘍の67Gaスキャンによる検出率は50％以

下と報告されており，臨床的価値については悪性リンパ

腫などの一部の腫瘍を除いてあまり高い評価を受けてい

ないのが現状である．しかしそれらの報告は殆んどが70

年代初期のものであり，装置の進歩に伴ない，検出率の

向上，臨床的有用性の再評価が可能であると考えられる．

われわれはSearle社製のLFOVカメラを用い，　multi

channel　height　analyzerで67Gaの3peaksを採取し，

38例の腹部悪性腫瘍に対してscanを施行した．対象疾

患は，胃癌13例，大腸癌5例（4例が直腸癌），卵巣癌4

例，肝細胞癌3例，転移性肝腫瘍3例，その他10例であ

る．全体の検出率は38例中25例，66％とかなり良い値を

示した．特に大腸癌，肝細胞癌，悪性リンパ腫などで高

い値を示した．臨床的有用性としては次のようなことが

確認された．①前処置が十分であれば腹部においても

6？Gaスキャンはfalse　positive　rateが低く腫瘍の進展範

囲や転移，再発の評価に有用である．②放射線治療にお

いて照射範囲の決定，治療効果の評価に有用である．③

67Gaスキャンは同時に他の全身的情報を与えてくれる．

20．脾腫瘍4例と脾梗塞1例の肝スキャン，CT　US所

　　見の検討
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　脾臓の腫瘍はまれる疾患であり約1万人に1例と報告

されているが，55年4月から12月までの9ヵ月間に脾腫

瘍4例と脾梗塞1例を経験した．脾腫瘍の内訳は，転移

巣，cyst，血管腫，悪性リンパ腫の4例であった．5例全

例に99mTc－Snコロイド5mCiによる肝スキャン方向を

撮像した．悪性リンパ腫以外の4例は臨床的には全く脾

疾患を疑っていなく，肝が触知するためと，ルーチン検
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